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Abstract. 有限半順序集合から来る terminal Gorenstein Fano 凸多面体 を導入する。こ
のとき、どのような有限半順序集合が smooth Fano 凸多面体 を構成するかを研究する。

整 (格子)凸多面体とは、すべての頂点が整数座標を持つ凸多面体のことである。P ⊂ Rd

を d次元整凸多面体とする。

• P が Fano 凸多面体 とは、Rd の原点が P の内部に属する唯一の整数点になってい
るものである。

• terminal Fano 凸多面体 P とは、境界に属するそれぞれの整数点が P の頂点になっ
ているものである。

• Fano 凸多面体 P が Gorenstein Fano 凸多面体であるとは、その双対凸多面体

{x ∈ Rd : ⟨x, y⟩ ≤ 1,∀y ∈ P}

も整となるものである。(⟨x, y⟩ は Rd の通常の内積。)
• Q-factorial Fano 凸多面体とは、単体的 Fano 凸多面体、つまり、それぞれの facet
が全て単体となっているものである。

• smooth Fano 凸多面体 とは、それぞれの facet の頂点全体が Zd の基底となってい
るものである。

特に、smooth Fano 凸多面体は、Q-factorial, Gorenstein そして terminal である。
本講演では、与えられた有限半順序集合 P に対し、terminal Gorenstein Fano 凸多面体

XP を構成する方法を紹介する。このとき、どのような有限半順序集合がQ-factorial Fano
凸多面体 を構成するかを考える。最終的に、XP が smooth であることとXP が Q-factorial
であることが必要十分であることが判明する。
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